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ある集い■兵庫県中国人留学生支援の会
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兵
庫
県
中
国
人
留
学
生
支
援
の
会

事
務
局
長
福
家
清
美

一
九
七
八
年
、
日
中
友
好
条
約
が
締

結
さ
れ
る
や
、
留
学
生
が
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
十
二
億
を
超
え
る
人
口
を
擁
す

る
中
国
か
ら
選
ば
れ
て
言
語
、
習
慣
、

気
候
、
風
俗
の
異
な
る
日
本
に
参
り
、

祖
国
の
建
設
と
繁
栄
の
た
め
に
科
学
技

術
、
文
化
な
ど
を
修
得
す
る
た
め
勉
学

に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

本
会
は
十
年
前
に
留
学
生
の
日
常
生

活
に
お
い
て
些
少
な
り
と
も
協
力
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
手
を
か
し
、
そ
の
間

に
相
互
理
解
を
深
め
つ
つ
友
誼
を
厚
く

し
、
ひ
い
て
は
日
中
両
国
民
の
友
好
、

親
善
、
繁
栄
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和

を
願
っ
て
設
立
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
、
新
留
学
生
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
先
端
技
術
施
設
の
見
学
バ
ス
ッ
ア

ー
、
留
学
生
と
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
、
会

員
の
家
へ
の
招
待
そ
し
て
日
本
語
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
『
ペ
ン
で
参
加
し
ま
せ

ん
か
？
』
な
ど
で
す
。
こ
の
写
真
は
、

昨
年
末
に
会
員
と
留
学
生
が
約
二
百
人

近
く
集
っ
て
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
を
し
た
時
の
も
の
で
す
。
兵
庫
県

の
知
事
賞
、
教
育
長
賞
、
国
際
交
流
会

賞
な
ど
多
数
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
中
国
語
の
『
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
を
作
成
中
。
夏
に
は
、
帰
国
留
学

生
の
た
め
に
北
京
で
第
一
回
の
同
窓
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
中
国
で
ど
の

よ
う
な
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
そ
の
方
々
と
の
旧
交
を
暖
め
ら
れ

る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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課
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全
国
で
初
め
て
の

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
と

交
流
会
の
発
足

一
月
三
十
一
日
神
戸
マ
ィ
ス
タ
ー
交

流
会
が
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
は
、
昨
年
十
月
四
日
、
神
戸
市
よ

り
、
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
、

二
十
六
職
種
二
十
六
人
の
初
代
マ
ィ
ス

タ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
今
後
マ
イ
ス

タ
ー
の
相
互
研
殿
と
情
報
交
換
を
行
う

と
共
に
技
能
振
興
の
為
の
活
動
を
行
う

場
と
し
て
運
営
し
て
ゆ
き
ま
す
。
具
体

的
に
申
し
ま
す
と
、
各
業
界
内
や
職
業

訓
練
校
、
高
等
学
校
な
ど
で
の
、
講
習
や

講
演
に
よ
る
技
能
の
継
承
、
人
材
育
成
、

の
為
の
指
導
方
法
、
技
能
者
と
し
て
の

同
じ
観
点
か
ら
の
業
界
内
の
最
新
事
情
、

仕
事
上
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
、
調
査
、
研
究
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
神
戸
市
内
の
技
能
職
種
は
八

十
を
数
え
る
そ
う
で
す
が
、
今
後
、
毎

年
認
定
さ
れ
る
異
業
種
の
マ
ス
ィ
タ
ー

に
も
、
参
加
し
て
も
ら
え
る
会
に
な
る

様
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
い
他
府
県
か
ら
、
マ
ィ
ス
タ
ー
制

度
に
関
す
る
数
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
関
係
各
省
庁
か
ら
も
大
き
な
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
事
。
近
い
将

来
に
全
国
の
技
能
者
の
皆
さ
ん
と
交
流

出
来
る
日
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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オ
リ
エ
ン
ト
を
知
る
た
め
に

関
西
オ
リ
エ
ン
ト
協
会
会
長

小
室
豊
允

や
，

人
類
の
文
明
が
発
祥
し
た
オ
リ
エ
ン

ト
。
し
か
し
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
文
明
や
、

そ
の
文
明
を
生
ん
だ
オ
リ
エ
ン
ト
と
い

う
地
域
を
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
。

オ
リ
エ
ン
ト
を
研
究
す
る
オ
リ
エ
ン

ト
学
に
つ
い
て
は
、
三
笠
宮
殿
下
が
世

界
的
な
権
威
で
、
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学

会
の
名
誉
総
裁
も
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
笠
宮
殿
下
よ
り
、
オ
リ
エ

ン
ト
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、

関
西
に
組
織
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
願
い
を
い
れ
て
、
最
初
に
つ
く
ら

れ
た
の
が
、
兵
庫
オ
リ
エ
ン
ト
協
会
で
、

会
長
は
、
ダ
イ
エ
ー
社
長
兼
会
長
の
中

内
功
さ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
関
西

オ
リ
エ
ン
ト
協
会
に
改
組
し
、
私
が
会

長
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
、
機
関
紙

「
オ
リ
エ
ン
ス
」
の
発
行
、
そ
し
て
、

お
い
し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

有
益
な
話
を
聞
く
「
ト
ー
ク
＆
グ
ル
メ
」

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
湾
岸
戦
争
が
起
こ

る
と
、
思
い
起
こ
す
だ
け
で
、
歴
史
的

に
も
、
現
代
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
重

要
な
地
域
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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このデザインルームから素晴らしい作品が生まれる。

日本初の
神戸マイスター に

オーパ店／〒6 5 o 神戸市中央区北野町１丁目J R 新神戸駅口３Ｆ
垂(078) 2 6 2 - 2 8 5 8㈹262- 2 8 5 9（年中蒸休）

ｵ ｰ ｶ ｽ ﾀ 方I f 店〆〒6 5 o 神戸市中央区東川崎町１丁目８－１オーガスタプラザ3 Ｆ
雪(078)360-6050

ｋ束銀座店／〒１０４束州M 中央I 剰蝿５ｒＮ１( 教H f 峨摘ｼ ｮ ｯ ﾋ ﾝ 鋲ﾋ ﾝ ｸ ｰ 1 Ｆ）
垂(０３)3571-1960

パールジュエリークリエーター

m m C 瞳Ｉ森真珠株式会社
賎蕊m x 1 s
n鴎Ｌｔ《１ 本社／〒6 5 1 神戸市中央区二宮町１丁目４－１５

壷(078)241-2125㈹
２Ｆｼ ｮ ｰ ､－ﾑ／途( 0 7 8 ) 2 2 2 - 5 8 8 1㈹（駐恥島有り･年中無休）

森真珠株式会社取締役田居克己さん「
初
代
認
定
者
と
し
て
責
任
を
感
じ
ま
す
」
と
田
居
克
己
さ
ん

ジュエリーデザイナーとして現役最年長、今も第一線で
活躍を続ける。田居さんの最も思い出深い仕事は､ Ｓ, 3 4 年
美智子妃殿下( 現皇后陛下) ご成婚時のテイアラとネックレ
スをデザインしたこと。以後、皇室関係の仕事を担当する
ことになる。｢ そのテイアラは昨年雅子妃殿下に受け継がれ
ました。ご成婚の報道をテレビで拝見しましたが、雅子様
にも大変よくお似合いで、改めて感激を致しました」
神戸マイスター制度については「産業振興のため市がこ

のような制度を設けることは、素晴らしいこと。初代認定
音として責任を感じます。後進育成のため、私なりにお役
に立てればと思っています」

田居さんの原画( 左) とそれを元につくられたネックレス( 右）
第1 7 回インターナショナル･ パール･ デザイン･ コンテスト入賞作。
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日本初の

量

神戸マイスター に
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B 曲りざ?

広告美術

株式会社アイド代表取締役社長井上誠さん
く兵庫県技能士会副会長> < 兵庫県アドバイザー〉

兵庫高校から武蔵野美術大学商業デザイン科へ｡ Ｓ､ 4 0 年
の独立後も､ 武蔵美ＯＢの研究会と小磯良平の流れをくむ仰
美会の会員として美術創作活動に励む｡ ｢ 画家であっても自
分の世界に純った表現はできない。商売柄もあるのでしょ
うが、いつも人が作品をどんなふうに見てくれるかを考え
ます」本業では全国技能グランプリに兵庫県代表として参
加し、第３位入賞を果たす。今回の認定については「3 0 年
間の業績が認められたのだと思う。年功序列で貰える賞と
違って、この神戸マイスターは厳しい誘査をクリアーして
の認定、しかも初代。それが嬉しいですね_ ' 現在、兵庫県
広告美術協同組合の副理事長として人望を集める。

市
議
会
長
賞
を
受
け
た
作
品
を
前
に
、
井
上
誠
さ
ん
。

神戸市東灘区魚崎南町3 丁目１７－１２
〒658ＴＥＬ(078)453-3358～９

ＦＡＸ(078)453-3360

､

蚤 や回

１１
ｑ

Ｎｉ目！防熟
畷拳 # 雪僅誉

．窯

蝿 訓Ｌ

〃

名器

皇！

株式会社アイト‘ ■絵画ホスター・建築バース

■プラスチック電飾・ネオン広告・交通標識
ﾛ ウィンドウディスプレイ・Ｐ○Ｐ
■テント・大型ビル用懸垂幕・各種イベント・見本市

』卯
㈱ｱリイド

棚 、

1： ■コンピュータＣｓカッティング
■レタリング一般･ イラストレーシヨン
■シルクスクリーン・プロセス印刷
■各種開発フ" ロジェクトデザイン

』』

４
０
＄
，

摩
唱

神戸マイスターのマークも井上さんのデザイン。称号授与記念祝賀会にて書道師範の腕前を披露。仕事場でスタッフに囲まれて。
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！

壷(078)303-0100㈹

日本初の

繊繊糾蹴剰戸鰐騨羅義容童
美容着付研究会本部すみれピル3 Ｆ
神戸ブライダル学校公( 0 7 8 ) 5 1 1 - 1 3 1 4

本社兵庫区東山 2 丁月 7 - 1 O
す みれ東山〃
すみれ夢野兵庫区湊川6 丁F 1 1 0 - 1 2
すみれロイヤル中央区
パールシテイホテルすみれ中央区

》
“
“

神戸マイスターイ「
継
続
は
力
な
り
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
宮
園
貴
江
さ
ん
。

に

美容

有限会社すみれ宮園貴江さん
「美容学校へは娘が生まれたのをキッカケに通い始めまし
た。娘と共に成長していきたいと思って」美術館を訪ね、
演劇やl 映画を兇、本を読み､ 『美』のセンスを養った。ｒ流
派にとらわれなかった事が私の発想力を伸ばしました。美
容はその人を鹸高に締腿にしてさしあげようと考えればい
いのです」実際、宮園さんの目に留まり、初めてモデルを
経験した人の中から数名がプロの道に。美容界で常にクリ
エートし自分流を作り出した創作性。伝承文化継承への貢
献。後進への指導力。コンクールで常時上位にランクされ
る実績が今川の認定につながった。「私が学んだものをす
べて、後進の人達に伝えたい。神戸マイスター制度は若い
人達への素晴らしい目標、励みになりますね」

壷(078)511-1314
FAX(078)511-1380
丘(078)531-0017

繕‘
Ｉ

ギー、

満物( 平成重ね) ､ 髪( 雅垂頚ともに神戸ブライダル技術発表会に於て
創作オリジナルとして発表。モデ伝承清付の中から花魁( おいらん）
ルはやしきたかじんの奥様。を。モデルは高校生（男性) 。

Ｉ

神戸マイスター認定祝賀会にて十二単、束帯を着付。
中央は解説をする宮園さん。

祝

藩
ｒ’
･ 画ｉ
を 9

1審

呑一

1 9 6 8 年の作品。
全日本美容花嫁着付
コンクール銀賞。

１

壁菖:－ ユ
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横山洋服店横山忠世さん

日本初の

（

横山洋服店
〒6 5 7 神戸市灘区徳井町4 - 3 - 1 5 - 1 0 2

壷(078)821-4431
念(078)851-6929

1蝿i鐸；

神 戸マイスター

第2 0 回労働大臣卓越技能賞受賞
第２回グランプリ優賞
横山忠世

ス に
痔
z 塘町

室弓子

１５歳で伯父の営む洋服店に住みこみ、以来紳士服一筋。
独立後は、裁断から釦付けはもちろん、営業から納品まで
１着の服作りはひとりでこなす｡ ｢ 年ですかな、最近はすっ
かり目が弱くなってしまいました」と言いながら極細の針
にスッと絹糸を通す｡ ｢ 良い洋服はハンガーにかけただけで
違う。絵画や書と同じですよ。心がこもっている洋服には
迫力があります。これは職人の経験と、伝統の力によるも
の。けれどいつまでも自分が上手だと思ったり満足したら
いかんね｣ 今回の認定については｢ 恐縮です。昔はわしぐら
いの職人はごろごろおったんやけどな・これからは技術の
指導荷としても頑張ります」

紳士服「
迫
力
の
あ
る
洋
服
作
り
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
」
と
横
山
忠
世
さ
ん
。

横山さんのデザイン･ 製作による、
(左)ピスポークライン' 9 1 日本代表作品。
( 右) ピスポークライン' 9 4 での作品。

鐘壁

蚤芭

ムタ

ＳｉｋＮ
Ｆ､;患Ｉ

角

２月１６日に開催されたピスポークライン‘９４
ファッションショー｡ 横山さんは解説者と
してステージに( 右端) 。

』
一『

画

｢ 一人前になるには1 5 年でまあまあという
ところでしょうか」と語る。
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｡

、

「 ／、 、

日比谷花壇の
フラワースクール

' ' 9 4 年４月生募集中｜
詳細はお電話にてお問い合わせ下さい㈲且

ヒビヤフラワーアカデミー

重重三洋嫌識ヂ

ＬＬ（

ノ

一

◆

ハーブサウナ ◆校舎は北野の異人館｡ ◆1 クラス1 6 名の少人数制。

、

ー

バスルーム

※ハープをとりいれた６つのバスと、エステ
ティックをお試し下さい－．

サウナとエステティック

神戸l/ﾗﾂｲｽ ｻ ｳ ﾅ
Ｚ秘０沼- 3 2 Ｌ”２

神戸市中央区下山手通2 - 2 - 1 0
ワシントンホテル向かい
営業時間／朝1 0 時～夜3 時．年中無休

一

ノ

n 冊這

阪１日i 講習会のお知らせ『

２)jl711付，．24Ⅱ(7Ｎ１８:30～
１８日燭｡ 2 5 1 1 ㈱１４: ００～

３月１７日附･ 3 1 1 1 ㈱１８: 3 0 ～
１８日㈱１４ : 0 0 ～

４１１１日㈱１４ : 0 0 ～
◆2 時間の講習｡ 参加費4 千円｡ 要電話予約。

ゴ
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雨詞１

、

熊野「この部屋では、自分がこの船のオーナーになったつもりで、パーティなどして楽しんでいただきたいですね｡ 」
望月「大人の雰囲気ね。ゆったりとくつろげるから、２時間じゃもったいないくらいだわ｡ 」

ノ

豪
華
客
船
で
の
優
雅

な
船
旅
の
雰
囲
気
を

１
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
２
１

Ｉ

熊
野
こ
の
「
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
２
」
は
、

１
９
３
５
年
に
ル
・
ア
ー
ブ
ル
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
処
女
航
海
し
た
豪
華
客

船
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
号
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

特
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
ア
ー
ル
デ
コ
調
の
デ
ザ
イ
ン
に
し

た
ん
で
す
。
豪
華
客
船
で
の
優
雅
な
船

旅
の
感
覚
を
存
分
に
ご
堪
能
頂
け
る
と

思
い
ま
す
よ
。

望
月
本
当
に
素
敵
で
す
ね
。
風
格
が

あ
っ
て
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
。
：
。
レ
ス

ト
ラ
ン
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

熊
野
こ
の
船
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

豪
華
さ
を
最
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
最

上
階
の
特
別
室
「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
」
を

は
じ
め
、
料
理
も
最
高
級
で
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
頂
け
る

「
ル
・
ア
ー
ブ
ル
」
、
太
陽
が
さ
ん
さ
ん

と
降
り
注
ぎ
、
カ
リ
ブ
海
の
ク
ル
ー
ズ

の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
「
カ
リ
ブ
」
、
パ

リ
の
小
粋
な
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な

「
ラ
・
セ
ー
ヌ
」
と
３
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
。

望
月
航
路
も
３
つ
あ
る
の
ね
。

熊
野
明
石
海
峡
大
橋
が
よ
く
見
え
る

明
石
海
峡
周
遊
コ
ー
ス
、
９
月
開
港
以

降
は
、
飛
行
機
が
飛
ぶ
姿
も
眺
め
ら
れ

〈
書
道
家
） 熊

野
幸
一
さ
ん

〈
ル
ミ
ナ
ス
観
光
株
式
会
社
代
表
取
締
濫
長
〉

望
月
美
佐
さ
ん
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kOlbl[２ ｢ 当[ 一

／

発請Ｉ

髄・刃

_一ごf皇
』ヲ自君ＩＹ一

議

'E－－４詞

画画 四
一 一

薯
｛
ざ
八
噸

鰯／
』
夢

Ｗ

国内最大級のレストランシップ
もっと素敵になって

■
咽
，
一
謡
》

一
祷
秒
ず
ぶ

辞ｑ

識”、

聖

、

C ﾉ ﾚ ﾐブﾗズ観光株式会社
〒6 5 Ｏ神戸市中央区海岸通５商船三井ビル6 Ｆ
ＴＥＬＯ７Ｂ－３３３－Ｂ４１４(諺ﾀ ｰＩ

LIU辿〕ｕＵ｝ マ

や判

I疎

﹈

１鑑！

エン
ビン

、

詮ﾐ ﾐ ﾐ ｰ ｰ

熊野「昼はここが開いて、太陽がさんさ
んと降り注ぐんです。『太陽がいっぱい』
のアラン・ドランが出てきそうでしよ｡ 」

曲 |

蝿甲Ｈ

■運航ダイヤ〈２月2 0 日～1 2 月2 5 日〉

③蓮休日: 運航期間内は無休､ 団体割引: 1 5 名以上1 割引き
全船貸切りに関しましてはご相談に応じます。

乗船米斗(税込み）
大人/￥2 , 5 7 0小人/￥1 , 2 9 0 ( 6才以上1 2才未満）

発篇

ふ

る
関
西
国
際
空
港
沖
周
遊
コ
ー
ス
、
そ

し
て
、
一
千
万
ド
ル
の
夜
景
を
楽
し
め

る
大
阪
湾
周
遊
コ
ー
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
間
帯
で
最
も
美
し
い
景
色
を
楽
し

め
る
様
に
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

望
月
そ
れ
な
ら
全
コ
ー
ス
を
体
験
し

な
い
と
ダ
メ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ボ
ー

イ
フ
レ
ン
ド
と
楽
し
み
た
い
わ
（
笑
）
。

さ
っ
そ
く
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

熊
野
今
度
は
素
敵
な
デ
ー
ト
を
楽
し

ん
で
下
さ
い
（
笑
）
。

窒塞鼻～

便 航路

２

３

明石海峡周遊
関西国際空港沖周遊
大阪湾周遊

１２$00～１４:3０
１５:40～１７:5０
１９:00～21:1０

コース料理
Ａ．＝ス

Ｂ . 一ス

Ｃ．－ス

立食パーティー

価格（税・サ別）
￥12,00 0～￥14,0 0 0
￥8n0 0 0～￥10. 0 0 0
¥4,000(1.2便のみ)～￥6,000
￥5 . 0 0 0 よりご予算I こ合せて
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|急ＲｌＺｌＡ

ノ

運
、

ＫＯＢＥＥＸｃＥＬＬＥｊＶＴＳＨＯＰ

K O B E E X C R L m N T F A S H I O N
★伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通４丁目2 - 2 2 念3 4 1 - 0 6 9 3

※このシリーズは上記の専門店の提

久
Ｈ
Ｂ
Ｊ

毎
咽
■

Ｓ

神戸市中央区元町通２丁目5 - 7 念3 3 1 - 4 7 0 7

J

(１

☆よろず御槻衣縫上虚

神戸三ノャリノ
神戸市中央区三富町３丁Ｂ1 - 6 念3 3 1 - 2 1 6 8

神戸市中央区元町通３丁目１－１２念3 9 1 - 0 0 1 4

ＰＲｌＭＡＶＥＲＡ－ＥＳＴＡＴＥ１９９４
唖R I T ○ＲＮＯＤ' ○R l E N T E ”

－オリエント( 東方) への回帰一

ﾏ沙『

☆選りすぐった一点を…。

SanoI1e

ハ

EIBi＃捲りろ

' 9 4 春夏ＫＲＩＺＩＡのテーマは、中国を含むオリエント。

ボディラインを包み隠すごとく、縫い目までも極度に

減らしたシルエットに、装飾的要素を最小限に止めた

ミニマリズム。

ビックパンツや、シースルーのロングスカートの中に

女性の脚線美を感じさせたり、リラックスイメージの

だらしなさの中からアンニュイな女性のセクシーさを

感じさせたりと、' 9 4 春夏ＫＲＩＺＩＡは、様々な方向から

の女らしさを表現し、提案します。

☆婦人帽子

､ぐくｗＬうぐ｡､滝、
マキシ＞

神戸市中央区北長狭通２丁目6 - 1 3 缶3 3 1 - 6 7 1 1
雷＝＝

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルブテイック
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〃

ｑ

女
性
の
立
場
で
研
究

女
性
の
為
に
開
発

、
＝笥

’
ノ

＝
ー

リ

'１

売紀子の
■‐Ｉ一言出斗）

、一ｆ－－
ｌＩ…

１

堂
呈厩ｌ

ｲ

〈
ジ
ョ
ン
・
口
バ
ー
ト
パ
ワ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
赫
管
写

並べられているのが､ アシアヌーヴオヘア＆ボデイケアシリーズとアンヌーヴオスキンケアシリーズ

榎
本
靖
子
さ
ん

閥
ア
ン
ヌ
‐
ヴ
ォ
豊
取
撤
菖

藤
本
統
紀
子
さ
ん

ﾘﾌ゙肩
§廻型野腫竜号１

ホホバオイルをベースに各種ビタミンが配合されたゴールドエンセンスを手に藤本さんと榎本評

「
美
し
い
肌
を
持
ち
た
い
」
と
多

く
の
女
性
が
望
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
そ
う
い
っ
た
女
性
た
ち
の
夢
を
か

な
え
、
自
ら
自
分
の
使
い
た
い
化
粧

品
を
商
品
化
し
た
ア
ン
ヌ
ー
ヴ
ォ
の

榎
本
さ
ん
と
藤
本
さ
ん
と
の
対
談
で

す
。
藤
本
さ
ん
と
榎
本
さ
ん
は
神
戸

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
東
の
会

員
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
。
和
気
藷
々

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
〃
美
へ
の
探

求
″
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
自
分
に
合
っ
た
化
粧
品
を
求
め
て

藤
本
以
前
、
神
戸
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
の
会
合
で
お
会
い
し
た
時
に

榎
本
さ
ん
が
水
分
を
含
ん
だ
赤
ち
ゃ

ん
の
肌
み
た
い
な
、
美
し
い
肌
を
し

て
い
ら
し
た
の
で
、
冗
談
で
、
「
お

風
呂
か
ら
上
が
り
た
て
？
（
笑
）
何
を

し
て
い
る
の
？
」
と
お
聞
き
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
風
に

ご
自
分
で
化
粧
品
の
企
画
か
ら
さ
れ

て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

榎
本
私
は
初
め
て
藤
本
さ
ん
に
お

会
い
し
た
時
に
は
と
て
も
素
敵
な
方

だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
こ
う
い
う

女
性
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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藤本統紀子さん

、

／
藤
本
も
と
も
と
は
奥
さ
ん
で
し
ょ

う
？
化
粧
品
の
お
仕
事
を
始
め
ら
れ

た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

榎
本
昭
和
“
年
に
始
め
た
の
で
す

が
、
「
自
分
に
合
っ
た
化
粧
品
が
欲
し

ど
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
る
日
突

然
鏡
を
見
ま
し
た
ら
、
ム
ッ
と
す
る

ほ
ど
お
肌
が
衰
え
て
い
て
、
ど
う
し

▲ホホバ( J ＯＪＯＢＡ

た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
時
に
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
が
肌
に
い

い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
て
半
年

ぐ
ら
い
自
分
で
使
っ
て
み
た
の
で
す
。

そ
れ
が
と
て
も
良
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
「
こ
れ
は
商
品
化
し
よ
う
」
と

思
っ
た
の
で
す
。

藤
本
い
き
な
り
で
す
ね
。

榎
本
そ
の
頃
ち
ょ
う
ど
神
戸
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
に
入
っ
て
、
皆
さ

ん
非
常
に
張
り
切
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
を
側
の
あ
た
り
に
見
ま
し
て
、

私
も
ま
だ
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
の
で
す
。

古くはアメリカインプアン
が傷の治療や食物として蓮
宝したといわれてしる

ロ両

名= 同

ｒ』

剣隙郵

榎本靖子さん

株式会社アンヌーヴオ
芦屋市大原2 - 5
ヴイ･ ザ･ ヴイ芦屋３Ｆ
TEL唇0797(31)6624
FAX､0797(31)6993

万 るホ酸微イ榎し藤にお時古そ．めれべ榎にが感藤☆
博とホ化でル本な本は肌にくのなした１本はかで本黄
のこ（度すよぃ最のつか種どてゴス何か、金

轍鰯鱗職噸凱懸謂；＃
ホしを近に化才かにねル治デとす。エビの使すか粧〃
（ぃ全いホしイ。当・をしアれるホツタホわがら品ホ
オと面のホなルた修てンる植ホセミホれ、プにホ
イ恩にで（いはつ復いがオ物バンンバまそしはバ
ルぃ出安オこ動てさま傷イのはスがオすうシとオ
蛎黙ル縦＃：雛＆罫潔ル蝿飛ｊＩ
め・いすは特才けの ･ た、でシ勧さを人Ｉ敏〃

｡

画‘･ﾏﾘ壁

アシァヌーヴォヘア＆ボティケァシリース
アルフォンス･ ミュシヤの著名な作品を
もってデザインされたお酒落なパンケー
ジ地球にやさしい製品です。

謝

て
日
本
に
入
っ
て
き
た
時
、
１
本
が

肥
万
円
ぐ
ら
い
し
ま
し
た
。
当
時
ま

だ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
女
優
し
か
使
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
同
じ
や

る
な
ら
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
高
品
質

で
安
全
性
の
高
い
商
品
を
目
指
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
特
に
自
然

の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
環
境
と

い
う
視
点
で
商
品
を
開
発
致
し
ま
し

た
。
容
器
も
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ

シ
ャ
の
作
品
を
も
っ
て
デ
ザ
イ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
精
神
的
に
も
や
さ
し

く
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
美
し
さ
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

藤
本
ぜ
ひ
使
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

盲
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）

ＵＮＮ○ＵＶＥＡＵ
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ＫＯＢＥＳＯＵＶＥＭＲ

蜂蜜を加えた下味が特徴のハニーロ
イン（7 0 0 9￥4 , 5 0 0 ) ､チップ材でスモ
ークしたヒッコリーベーコン< 1 5 0 9 ￥
6 0 0 ) 、ポピュラーなヨーロピアンウイ
ンナー(2 8 0 9￥9 0 0）

おしゃれでハイカラな街“‘神戸；そんな神戸で
スプリ溢れる数々の

や

つ 生まれ､ 育まれた､ 神戸のエスプリ溢れる数々の
銘品たち…。その誕生秘話や様々な創意工夫を９
皆様にご紹介致します。

蕊織蕊蕊僅錨．

蕊
田E弓白’

園 宮
口
，
。
，
“
■
哩
旧
ｕ
Ｕ
日
■
且

ハム' ソーセー室W 門店

フライベ
トアロード店
神戸市中央区三宮町2 - 9 - 1 1
ＴＥＬＯ７８一32 2 - 1 1 8 6
F A X O 7 8 - 3 2 2 - 0 7 0 6
営業時間１０: 0 0ＡＭ～7 : 3ＯＰＭ
定休日水曜日

霊

が､ ～

この季節人気の丹波の新栗を賢沢に
用いた栗むし羊かんと､ 銘菓｢ 雪月花」
お求めは､ 左記店舗の他､ 大丸神戸店に
て､ ｢ 雪月花I は3 個で1 組。５組入1 8 7 0 円

慶
応
四
年
、
伊
藤
博
文
公
由
か
り
の
料

亭
、
神
戸
常
盤
花
壇
の
一
統
と
し
て
和
菓

子
の
製
造
を
始
め
た
常
盤
堂
。
そ
の
後
、

摂
津
播
磨
随
・
の
和
菓
子
可
と
し
て
潟
を

高
め
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
万
国

博
覧
会
で
入
賞
す
る
な
ど
、
数
々
の
賞
を

受
け
、
そ
の
秘
伝
の
味
を
今
Ｈ
に
伝
え
て

き
た
。季

節
の
う
つ
る
い
を
情
緒
豊
か
に
表
現

し
た
こ
と
ば
「
雪
月
花
」
に
な
ぞ
ら
え
た

三
色
の
雌
中
、
灘
の
銘
巣
「
雷
Ⅱ
花
」
や
、

丹
念
に
練
り
あ
げ
た
備
中
大
納
言
を
求
肥

に
包
み
、
香
ば
し
い
最
中
樋
で
は
さ
ん
だ

「
庵
月
」
な
ど
銘
菓
は
多
い
。
伝
承
の
技

術
が
生
ん
だ
味
は
ま
さ
に
絶
品
で
あ
る
。

詞
菓
子
司

鵜
常
盤
堂

神
戸
市
来
淵
区
御
影
中
町
四
１
八
‐
二
二

屯
識
０
７
急
（
３
５
１
）
４
０
７
７
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
（
８
５
１
）
４
６
８
０

１
８
４
４
年
に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
．
中
で
愛
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ベ
の
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
。
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
へ
工

房
を
移
し
、
そ
の
味
は
仙
界
へ
と
広
ま
っ

た
。
そ
の
フ
ラ
イ
ベ
が
１
９
８
８
雌
‐
に
㈱

世
界
中
が
愛
し
た

手
づ
く
り
の
味

メ
ィ
シ
ョ
ク
と
技
術
提
携
し
、
フ
ラ
ィ
ベ
・

ジ
ャ
ハ
ン
と
し
て
神
戸
に
誕
生
し
た
。

保
存
料
を
一
切
使
わ
ず
、
天
然
ス
ハ
イ

ス
だ
け
で
味
付
け
た
フ
ラ
ィ
ベ
の
ハ
ム
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
、
卯
、
切
、
塊
年
度
世
界
ハ

ム
コ
ン
テ
ス
ト
で
３
年
連
続
メ
ダ
ル
を
挫

得
、
「
枇
界
峨
高
の
味
」
と
な
っ
た
。
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吉
村
豊
助
が
店

を
構
え
、
湯
治

客
を
相
手
に
蒸

し
ま
ん
じ
ゅ
う

を
売
り
出
し
た
。

こ
れ
が
豊
助
鰻

頭
の
始
ま
り
で

あ
る
。

創業明治1 5 年／1 0 0 有余年の伝統の味

噌雲助霊霧
神戸市北区淡河町本町746念078( 9 5 9 ) 0 0 3 1 . 0 3 1 0

至広島 １１至西脇至大阪
（‐中国桜貫’１・吉川' . c ）

１１

“”llp鯉
＝県道Ｉ緊普8 至三田

の
び
の
よ
い
超
薄
皮
生
地
に
、
北
海
道

産
の
小
豆
に
黄
ざ
ら
、
白
ざ
ら
を
混
ぜ
て

た
い
た
淡
泊
な
風
味
の
自
家
製
こ
し
あ
ん

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
こ
の
蒸
し
ま
ん
じ
ゅ

う
は
、
口
当
た
り
が
よ
く
、
二
つ
三
つ
と

思
わ
ず
手
が
の
び
る
。
破
れ
ず
に
中
の
あ

ん
が
透
け
て
見
え
る
程
度
に
蒸
し
て
お
り
、

で
き
た
て
の
あ
ん
は
流
れ
る
程
に
や
わ
ら

か
い
。
経
木
に
包
ん
で
、
で
き
た
て
を
手

渡
す
と
い
う
姿
勢
は
、
初
代
豊
助
の
時
代

か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
、
今
に
至
る
。

時
代
は
移
り
、
街
道
を
行
き
交
う
湯
治

客
か
ら
、
大
型
バ
ス
の
観
光
客
、
ド
ラ
イ

ブ
を
楽
し
む
カ
ッ
プ
ル
へ
と
客
層
は
変
わ

っ
て
も
、
素
朴
な
味
の
豊
助
鰻
頭
の
人
気

は
変
わ
ら
な
い
。

鐘論春
風
の
香
り
と
共
に
、
暖
か
く
柔
ら
か

な
陽
ざ
し
が
届
く
こ
の
季
節
。
お
し
ゃ
れ

な
マ
ダ
ム
や
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
た
ち
は
、
友

人
や
家
族
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
お
し

ゃ
べ
り
の
花
を
咲
か
せ
る
。

そ
ん
な
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ぴ
っ

た
り
な
の
が
、
洋
菓
子
の
街
神
戸
で
生
ま

れ
た
、
ふ
わ
ふ
わ
の
ス
ポ
ン
ジ
に
カ
ス
タ

ー
ド
ク
リ
ー
ム
が
た
っ
ぷ
り
の
〃
神
戸
力

ス
タ
ー
〃
と
生
ク
リ
ー
ム
、
カ
ス
タ
ー
ド

ク
リ
ー
ム
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
、
甘
み
さ
わ

や
か
な
〃
ビ
ッ
グ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
〃
・

そ
れ
ぞ
れ
素
敵
な
演
出
家
。
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
さ
ら
に
お
い
し
く
盛
り
上
げ
る
。

剣神戸力スター
おしゃれで可愛い仕上がり。

‐１個1 0 0 円。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の

お
い
し
い
演
出
家

咳、

ただいま‘' 春の感謝セール, ’実施中'
３／1 8 ～2 7 にビッグシュークリームを
５個買うと、１個プラス〃

1 つ３６９，５０円お買い求めは、
同店での直売の他、神戸大丸で

株式会社コンフェクショナリーコトブキ
本社・〒6 5 O 神戸市中央区北長狭通1 丁目9 番1 号
関西本部・〒6 6 1 尼崎市水堂町4 丁目１番5 号

TEL･06-438-3321㈹
関東本部・〒1 0 7 束京都港区赤坂6 丁目1 4 番1 5 号

TEL ･ 0 3 - 3 2 2 4 - 7 0 0 1㈹

ビッグシュークリームし
ｒ
拷
郷
卿
雷
』；; 鞠懸了聯荒§鼠

劃罰斡
■
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

釦
名
様
に
ビ
ッ
グ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
５
個
入
ま
た

は
神
戸
力
ス
タ
ー
５
個
入
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明
記
し
て
左
記
へ
。

宛
先
神
戸
市
中
央
区
東
町
畑
１
神
戸
っ
子

こ
う
べ
銘
品
物
語
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

締
切
３
月
末

鋤
潔
舗
鵠
代
か
ら

太
閤
秀
吉
の
時
代
、
播
磨
と
京
・
大
阪

を
結
ぶ
西
国
街
道
の
裏
街
道
と
し
て
栄
え

た
宿
場
町
〃
淡
河
“
・

明
治
一
五
年
、
こ
の
地
に
満
月
堂
初
代
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７７

い
は
ば
し
る
垂
水
の
上
の
さ
荻
の

も
え
い
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

志
青
皇
子

万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
た
「
垂
水
」
。

こ
の
御
歌
を
彫
り
込
ん
だ
歌
碑
が
滝

の
茶
屋
駅
前
に
建
立
さ
れ
た
。

古
代
の
歴
史
が
今
も
生
き
る
垂
水
は
、

明
石
海
峡
大
橋
完
成
を
目
前
に
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂

き
垂
水
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お

話
し
頂
い
た
。

●
座
談
会
出
席
者

阿
久
津
成
一
郎

〈
垂
水
区
区
長
〉

中
尾
清

く
垂
水
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
課
長
〉

堀
口
東
四
郎

一
霊
恥
錘
謡
需
鯉
郡
等
霊
諦
霊
窪
轄
跨
長
｝

星
光
明

一
癖
醒
赫
諦
詑
筆
蹄
鵡
錘
識
率
韓
塞
会
長
一

野
網
儀
和

奉
醒
融
齢
率
・
市
場
連
絡
焼
議
会
委
員
室

大
塚
喜
治

一
癖
華
誹
銅
酷
降
姉
韓
錘
識
協
議
会
事
務
局
長
｝

杉
山
正
責

〈
垂
水
危
井
堂
社
長
〉

田
中
正
郎

一
垂
誹
僻
率
癖
鍛
》
準
》
》
員
長
一

亀
山
幸
雄

〈
財
団
法
人
井
植
記
念
会
常
務
理
事
〉

;が フ●

■ ＦＦ
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に
つ
い
て
で
す
ね
、
水
が
垂
れ
る
と
字

か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
ゆ
る
や
か
で

す
が
、
本
来
は
激
し
い
流
れ
を
い
う
ん

で
す
ね
。
で
す
か
ら
昔
は
滝
が
多
く
あ

っ
て
水
が
激
し
く
飛
び
散
っ
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
地
名
を
垂

水
と
し
た
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

ね
。
た
だ
こ
の
歌
に
あ
る
垂
水
の
出
所

は
吹
田
の
垂
水
な
ど
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
形
的
に
み
て
も
こ
の
神
戸
の

垂
水
で
あ
る
と
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
歌
と
町
を
一
緒
に
顕
彰

し
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

星
昔
は
駒
捨
の
滝
、
琵
琶
が
滝
、
恩

地
の
滝
、
小
町
の
滝
、
白
滝
な
ど
あ
っ

た
ん
で
す
が
、
鉄
道
を
ひ
く
と
き
に
閉

鎖
さ
れ
た
ん
で
す
。
滝
自
体
は
鉄
道
を

く
ぐ
る
形
で
残
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に
く
い
で
す
ね
。

中
尾
歌
碑
に
つ
い
て
な
ん
で
す
が
、
ま

ず
平
成
４
年
に
「
古
典
文
学
碑
を
建
立

す
る
会
」
か
ら
市
長
に
、
ぜ
ひ
歌
碑
を

作
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
陳
情
が
あ
っ

聯

ＭＹＨＯＭＥＴＯＷＮＴＡＲＵＭｌ

●
万
葉
の
歌
碑
の
建
立

ｌ
滝
の
茶
屋
に
万
葉
の
歌
を
彫
り
込

ん
だ
歌
碑
が
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

ま
ず
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

け
ま
す
か
。

田
中
志
貴
皇
子
の
詠
ん
だ
歌
碑
を
建

て
よ
う
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
の
と
同

じ
時
期
に
、
野
網
さ
ん
が
あ
じ
さ
い
シ

ス
テ
ム
を
使
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て

替
え
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
ん
で
．
す
。

そ
れ
な
ら
町
お
こ
し
に
も
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ブ
リ
ッ

ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
一
角
に
歌
碑
を
作

ろ
う
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

野
網
マ
ン
シ
ョ
ン
は
屋
根
を
山
そ
こ

か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

設
計
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
歌
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

堀
口
志
貴
皇
子
に
詠
わ
れ
た
「
垂
水
」

( 上）あじさいシステムを利用して建てられた
「ブリック・ブロック」

( 下）敷地内にある歌碑

蕊騨蕊蕊薙灘溌輔

蕊蕊灘蕊議蕊灘鱗議

１

鉄
道
の
下
を
滝
が
流
れ
る

た
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
行
政
主
体
で
は

な
く
住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
協
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
区

役
所
に
事
務
所
を
お
い
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
途
中
で
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の

こ
と
を
知
り
ま
し
て
、
野
網
さ
ん
に
も

メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
た
だ
た
わ
け
で

す
。
『
万
葉
集
』
４
５
０
０
首
の
中
に

「
垂
水
」
が
詠
み
込
ま
れ
た
も
の
は
３
首

あ
る
ん
で
す
が
、
今
、
そ
の
歌
碑
を
平

磯
緑
地
か
垂
水
駅
周
辺
等
に
建
て
よ
う

と
募
金
活
動
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ｌ

杉
山
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
歌
に
ち

な
ん
で
瓦
せ
ん
べ
い
を
作
ら
れ
た
と
か
。

杉
山
そ
う
で
す
ね
。
滝
の
茶
屋
商
店

街
と
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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剣井植記念館

垂水駅西地区の完成予想図

神戸市中央区中山手通１－１３－１６
画（0 7 8 ）３２１－２７２７

神戸市垂水区青山台１－２１－１
衝（0 7 8 ）７５１－５２１６

＝ 三洋化工株式会社
＝代表取締役田中正郎

生

●
未
来
の
垂
水
像

ｌ
古
代
の
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
と
と

も
に
明
石
海
峡
大
橋
の
完
成
を
ひ
か
え

注
目
を
集
め
る
垂
水
に
つ
い
て
の
こ
れ

か
ら
を
お
話
下
さ
い
・

阿
久
津
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

ま
し
て
は
ま
ず
海
岸
沿
い
の
整
備
、
都

市
型
漁
業
の
基
地
と
な
る
「
マ
リ
ン
ピ

ア
神
戸
」
や
明
石
海
峡
大
橋
の
玄
関
口

と
な
る
「
舞
子
海
岸
整
備
事
業
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
と
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
「
垂
水
駅
周
辺
の
再
開
発
」
が
あ
り

ま
す
。ま

た
、
垂
水
区
の
人
口
は
現
在
約
型

万
人
と
９
区
の
中
で
一
番
多
く
、
昼
間

人
口
は
そ
の
２
／
３
な
ん
で
す
が
、
こ

の
区
民
の
提
言
を
入
れ
、
か
つ
神
戸
市

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
整
合
性
を
も
た

せ
た
形
で
、
垂
水
の
文
化
財
を
つ
な
ぐ

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
づ
く
り
や
海
資
源
を
利

用
し
た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
尾
垂
水
で
は
「
生
活
文
化
の
町
」
を

『
１
Ｊ

｢ マリンピア神戸」の完成予想図

票
梼
し
、
そ
の
一
貫
と
し
て
今
年
度
で

３
回
目
を
迎
え
た
総
合
文
化
祭
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
音
楽
祭
と
美
術

展
、
加
え
て
各
地
域
で
の
文
化
祭
を
ま

と
め
て
行
う
も
の
で
、
そ
の
地
域
の
文

化
活
動
を
高
め
る
た
め
な
ん
で
す
。
去

年
は
暮
れ
て
い
く
夕
日
を
見
な
が
ら

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
を
聴
く
「
サ
ン
セ
ッ
ト
。
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
井
植
記
念
館
で
催
し
た

り
と
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

勉
山
井
植
記
念
会
で
は
昭
和
“
年
の

設
立
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
特
に
今
後
は
地
域
社

会
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
お
話
に
で
ま
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
景
観
の
良
い
庭
園
で
行
う
な
ど
、
記

念
館
を
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

垂
水
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
古
く

良
い
も
の
が
分
散
し
て
い
ま
す
か
ら
、
東

西
に
く
ら
べ
南
北
が
弱
い
ア
ク
セ
ス
面
、

例
え
ば
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
な
ど
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

星
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
日
本
で
い

う
と
こ
ろ
の
東
京
集
中
、
垂
水
集
中
に

財団法人井植記念会

？
》

シ

一住いと健康に奉仕する
勘

、レサンセットコンサートなど多鼻夢票皿.．
なイペントカ〈行える

弓豊隊
おかげさまで創立3 0 周年 Ｐ

Ｉ
＝毎唾 U
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次
の
朝
市
は

ＭＹＨＯＭＥＴＯＷＮＴＡＲＵＭｌ

朝
市
を
ひ
ら
き
ま
す
。

な
る
こ
と
な
く
、
垂
水
全
体
に
活
力
あ

る
こ
と
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
我
々
住
民
も
努
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
。

●
今
後
の
滝
の
茶
屋

ｌ
最
後
に
滝
の
茶
屋
の
活
性
化
に
っ

が
す
て
が
た
い
で
す
ね
。
サ
ン
フ
ラ
ン

歌
碑
が
作
ら
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
と
な
く
、
調
和
の
と
れ
た
発
展
を
遂
げ

大
塚
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
と
し
て
く
町
と
し
て
、
美
し
い
環
境
を
壊
す
こ

な
ん
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
こ
の
景
観
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
て
お
話
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
。
田
中
古
代
か
ら
の
歴
史
が
今
も
息
づ

固
篇b,ばりや

滝の茶屋駅と海を結べば、新しい名所となるだろう

シ
ス
コ
に
行
っ
た
と
き
に
見
た
金
門
橋

の
眺
め
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
と
地

中
海
に
通
ず
る
陽
光
の
明
る
さ
を
持
っ

て
い
る
か
ら
、
古
代
と
モ
ダ
ン
な
も
の

を
あ
わ
せ
た
町
づ
く
り
が
で
き
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
特
に
滝
の
茶
屋
駅
と
下
の
海

岸
を
結
ぶ
施
設
が
で
き
れ
ば
、
と
思
い

ま
す
ね
。
駅
に
つ
な
が
る
最
上
階
を
展

望
台
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
、
そ
こ
を
降

り
れ
ば
海
岸
へ
で
ら
れ
る
も
の
が
で
き

れ
ば
人
も
集
ま
り
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

星
子
供
の
頃
泳
ぎ
に
行
っ
て
海
か
ら

見
た
滝
の
茶
屋
の
町
は
本
当
に
き
れ
い

で
し
た
ね
、
ち
ょ
う
ど
蓮
の
葉
が
開
い

た
よ
う
な
地
形
で
、
こ
の
よ
う
な
地
形

は
古
く
か
ら
の
謂
れ
に
よ
る
と
神
々
の

住
む
と
こ
ろ
ら
し
い
で
す
ね
。

垂水通弁堂
●
喫
茶
ポ
ヘ
ミ

『
す
が
。
田
中
古
代
か
ら
の
歴
史
が
今
も
息
づ
滝
の
茶
屋
商
店
街
で
は
毎
月
一
回
、

と
し
て
く
町
と
し
て
、
美
し
い
環
境
を
壊
す
こ
朝
市
を
ひ
ら
き
ま
す
。

い
こ
と
と
な
く
、
調
和
の
と
れ
た
発
展
を
遂
げ
次
の
朝
市
は

の
景
観
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
３
月
お
日
（
土
）
午
前
旧
時
か
ら
釧
缶
》
‐

フ
ラ
ン

滝
の
茶
屋
商
店
街
で
は
毎
月
一
回
、

３
月
妬
日
（
土
）
午
前
相
時
か
ら

本社／神戸市垂水区城が山１－１０
霊（0 7 8 ）７５２－１１２４

芦屋店／芦屋市船戸町１－２５
アルパ芦屋

画（0 7 9 7 ）３４－０８８５

ﾄﾄﾄＨ

繕
本店／婦人服飾ひばりや
神戸市垂水区城が山1 - 1 0 - 2 5

画(078)751-0571
メンズ店／O H T S U K A おおつか
神戸市垂水区城が山1 - 1 0 - 2 5

公(078)752-5946

H 十卜ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ ﾄ Ｈ
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